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体験活動プログラム
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体験活動プログラム

　左のグラフから、自然体験が多い子どもほど
「自己肯定感」が高い傾向にあることが分かります。
　また、「自己肯定感」が高い子どもは「自律性」
や「積極性」、「協調性」なども高い傾　　　　　
向があることも分かっているそうです。
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【自然体験と自己肯定感の関係】
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国立青少年教育振興機構
「青少年の体験活動等に関する意識
調査（令和４年度調査）報告書」より
　　　　　　　　　　詳細はこちら▶

そこで・・・
　各施設では、体験活動を通して育成が期待される資質
や能力、関連付けて実施しやすい教科等の内容、活動中
の子どもへの支援の在り方などをまとめた、右のような
「体験活動プログラム・展開例」を作成しています。

　「体験活動プログラム・展開例」は、
「セカンドスクール的利用の手引き」にも
掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

「リアルな体験」で、子どもが変わる！ 詳しくは
裏面へ「リアルな体験」で、子どもが変わる！
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保呂羽山少年自然の家　体験活動プログラム

◆ 関連付けて取り組みやすい各教科等の内容

・

・

など

※学校の実態に応じて、総合的な学習の時間と関連付けて実施することも可能です。

◆ 活動の様子

◆ 活動を通して育成が期待される主な資質・能力

小学校　理科　第６学年　Ｂ生命・地球　(４)土地のつくりと変化

中学校　理科　第１学年　第２分野　（２）大地の成り立ちと変化

【用具を使って化石を採取している様子】 【化石について先生と考察を深める子ども】

実際の社会や生活で生きて働く 問題を発見する姿

知識及び技能の習得 「それは、どういうことか？」

未知の状況にも対応できる 解決に向けて他者と関わろうとする姿

思考力・判断力・表現力等の育成 「こうするとよいのではないか？」

学んだことを人生や社会に生かそうとする 主体的に問題解決を図ろうとする姿

学びに向かう力、人間性等の涵養 「こう考えるがどうか？」

プログラム名 化石掘り

ねらい
　大地の下がどのようになっているのか予想し、大地のつくりについて問題を見いだした
り、化石を採取したりすることを通して、昔のその場所の様子を考えることができる。

内　容
 ハンマーとタガネを使って実際に化石を採取したり、地層に含まれている構成
物を採取したりします。（化石掘りは出前での実施も可能です。）

学習指導要領に示されている資質・能力 “｢問い｣を発する子ども”の具体的な姿

○

○

◆ プログラムの展開例 「化石掘り」

・ ６年生理科の土地のつくりと変化の授業を進め、地層について調べる。

・ 体験を今後の学習に生かすために、ワークシート等に化石掘りのめあてや調べ

たいことを記入する。

１． ・ 学校での事前学習を想起させ、め

あてや活動のポイントを確認する。

・ めあて、活動の流れを確認する。 ・ ハンマーとたがね、防護めがねの

・ 安全に関する注意点を確認する。 使い方を指導する。

２． ・

・

・

3． 活動のまとめをする。【５分】 ・

4． ・ 気付いたことを発表させる。

・ 採取した化石を保護するためにコーティングを行う。

・ 採取した化石を教材として、理科の授業を展開する。

児　童　生　徒　の　活　動　内　容 指　導　者　側　の　留　意　点

活動のめあて等を確認する。【１０分】

☆次のような「“問い”を発見し、解決に向かって試行錯誤する場面」を支援します☆

活動を振り返る。【５分】

学校等での
事前学習

※必要に応じて

場所を移動し、化石に関する話を聞いた
り、化石掘りをしたりする。　【７０分】

活動に往復２０分の徒歩移動が含ま
れることを考慮しておく。

どのような岩に化石があり、その化
石からここは昔どのような場所だっ
たのかなど、考えながら活動するよう
助言する。【学校職員】

化石をなかなか見付けられない児童
生徒に適宜支援をする。【学校職
員】

どのような場所で、どのように化石が
できるのかを考えさせる。

学校等での
事後学習

※必要に応じて

保呂羽山
少年自然の家

での
学習

【９０分】

・どんな岩に化石があるのかな？
・どんな化石が見つかるのかな？
◎この化石はどんな場所でできたの？

・割れやすい岩の境目に化石があるよ。
・貝や木の破片の化石があったよ。
◎貝があったから、元は海だったんだ。

発言：児童生徒

支援：指導者

化石を見つけて大地のひみつを探ろう。

“問い”の例

解決の姿

貝や葉っぱの化石が
出てきたよ。

岩の色が変わっている
境目に化石があるよ。

割れた岩の断面をよく
観察するようアドバイ
スする。

他にどんな化石があ
るか探してみよう。

葉っぱの化石を見つ
けたよ。

どんな海（浅い、深い）で
できたのか考えさせる。

ニューノーマルに対応した体験活動構築事業
ニューノーマルとは
　新型コロナウイルス感染症による「新しい生活様式」だけでなく、
「少子化やデジタル化の進展等、社会の様々な変化等に対応する新た
な体験活動の形態や機会」という意味も含んでいます。



各施設では、様々な体験活動をご用意してお待ちしております！
～詳しくは、各施設のホームページ等をご覧ください～

　仲間と協力しながら行う体
験活動を通して、よりよい人
間関係を築く上で大切な思い
やりの心や信頼する心、未知
のことに取り組むチャレンジ
精神等を育みます。

各施設の特色を生かした体験活動プログラム
新しい発見へのアプローチ

大館少年自然の家
～愛称：わんパーク大館～

大館少年自然の家
～愛称：わんパーク大館～

　左の写真は長木川及び
その川原での「川遊び」
の様子です。
　この体験活動は、小学
校の生活科、理科、体育
科等と関連付けて取り組
むことが可能です。

　左の写真は火起こし器
を使った「火起こし」の
様子です。
　この体験活動は、小学
校の理科、社会科等と関
連付けて取り組むことが
可能です。

・森のレストラン
・グリーンウオッチング
・ポリ袋調理体験
・天体観察

その他の体験活動（関連付けやすい教科等）
（小：生活科、図画工作科等）
（小：理科、社会科等）
（小：社会科、家庭科等）
（小：理科、中：理科等）

　左の写真は「防災スキル」
の一つ、袋炊飯に取り組む様
子です。
　この体験活動は小学校や中
学校の社会科等と関連付けて
取り組むことが可能です。

・火おこし
・キャンプファイヤー
・テント設営
・植物ネイチャービンゴ

その他の体験活動（関連付けやすい教科等）
（小：理科、社会科等）
（小：理科、音楽科等）
（小：社会科、家庭科等）
（小：社会科、家庭科等）

・自然素材工作
・陶芸
・化石掘り
・セミの抜け殻の観察

その他の体験活動（関連付けやすい教科等）
（小：生活科、図画工作科等）
（小：図画工作科、中：美術科等）
（小：理科、中：理科等）
（小：理科、中：理科等）

確かめ合おう　大切なもの　光と風と緑の中で

保呂羽山少年自然の家
～愛称：ほろわんぱーく～

保呂羽山少年自然の家
～愛称：ほろわんぱーく～

自然は友だち青い海原　緑の山なみ

岩城少年自然の家
～愛称：ガンパル岩城～

岩城少年自然の家
～愛称：ガンパル岩城～

　左の写真は椿海岸につい
て学ぶ「ジオサイトツアー」
の様子です。
　この体験活動は小学校
や中学校の理科等と関連
付けて取り組むことが可
能です。

・ピザづくり
・想い出ビンビン
・留山散策
・小枝のボールペン

その他の体験活動（関連付けやすい教科等）
（小：家庭科等）
（小：図画工作科等）
（小：社会科、中：理科等）
（小：図画工作科、中：美術科等）

こころとカラダに効く体験あります

あきた白神
体験センター
あきた白神
体験センター

※旧名称：プロジェクトアドベンチャー（ＰＡ）

【器具を使った活動に取り組む様子】

　テント泊や館内泊等、いつ
もと異なる生活環境下で仲間
と楽しく過ごす時間は、お互
いの新たな一面に気付いた
り、普段の生活に対する感謝
の念を育んだりします。
　また、自炊、就寝場所の整
理整頓等による基本的な生活
習慣も育みます。 【就寝の準備をする様子】

集団宿泊活動
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あきたアドベンチャー
プログラム（AAP）


